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Ｎ
環
境
の
整
備
を
行
い
、
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
て
い
る
道
の
駅
も
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

地
方
移
住
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
窓
口
を
設
け
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
そ
の
機
能
は
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
た
「
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
（
群
馬
県
川
場
村
）」
や
「
も
て
ぎ
（
栃
木
県

茂
木
町
）」、「
と
み
う
ら
（
千
葉
県
南
房
総
市
）」
な
ど

は
地
域
の
観
光
総
合
窓
口
と
し
て
の
機
能
が
強
く
、
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
型
の
代
表
的
な
「
道
の
駅
」
と
な
る
。

多
機
能
化
す
る
施
設
、

防
災
拠
点
と
し
て
も
活
用

　

一
方
、
地
域
セ
ン
タ
ー
型
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
同

様
に
地
元
産
品
を
販
売
し
て
い
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
の
地
域
内
の
交
流
拠
点
的
な
機
能
に
主
力

が
置
か
れ
て
い
る
。
地
域
の
特
産
品
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
開
発
や
地
元
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
加
工
施

設
や
直
販
所
の
設
置
な
ど
、
地
域
産
業
の
振
興
の
た
め

の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

診
療
所
や
役
場
機
能
、
高
齢
者
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
設
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
域
住
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
自
衛
隊
、
警
察
、

消
防
な
ど
の
広
域
支
援
部
隊
が
参
集
す
る
後
方
支
援
拠

点
機
能
も
備
え
た
道
の
駅
も
あ
り
、
平
時
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
機
能
だ
け
で
な
く
、
有
事
の
際
の
機
能
も
兼
ね
備

開
発
や
地
元
と
の
連
携
強
化
策
を
模
索
し
た
。

　

役
所
主
導
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
は
難
し
い
と

言
わ
れ
る
中
で
、「
道
の
駅
」
が
地
域
経
済
の
復
活
の
救

世
主
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
道
の
駅
の
役
割
を

考
え
て
み
た
。

全
国
に
一
、〇
〇
〇
を
超
え
る
施
設
が
整
備

　

道
の
駅
は
国
土
交
通
省
が
一
九
九
三
年
に
登
録
制
度

を
開
始
し
、
す
で
に
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

今
年
四
月
時
点
で
全
国
に
一
、〇
五
九
施
設
が
あ
り
、

売
上
高
は
二
〇
一
二
年
度
で
合
計
二
、一
〇
〇
億
円
と

な
る
。
こ
の
売
上
高
は
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
チ
ェ
ー

ン
店
と
ほ
ぼ
同
規
模
に
あ
た
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
登
録
時
に
「
休
憩
機
能
」「
情
報
発

信
機
能
」「
地
域
連
携
機
能
」
の
三
つ
の
基
本
機
能
だ
け

を
求
め
、
そ
の
他
の
内
容
や
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

え
て
い
る
。

　

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
（
山
口
県
萩
市
）」
や
「
内

子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
（
愛
媛
県
内
子
町
）」
は

地
域
の
産
業
振
興
の
た
め
の
施
設
が
核
と
な
っ
て
お
り
、

「
遠
野
風
の
丘
（
岩
手
県
遠
野
市
）」
は
防
災
施
設
が
核

と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
代

表
的
な
道
の
駅
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
「
道
の
駅
」
を
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
と

し
て
六
カ
所
選
定
し
、
各
地
方
整
備
局
を
通
じ
て
全
国

一
一
〇
「
道
の
駅
」
の
企
画
提
案
か
ら
、
重
点
「
道
の

駅
」
全
三
五
カ
所
、
重
点
「
道
の
駅
」
候
補
全
四
九
カ

所
を
選
定
し
、
複
数
の
関
係
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
に

よ
る
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
こ

と
に
し
て
い
る
。

地
域
が
主
体
的
に
動
く
こ
と
、

そ
の
き
っ
か
け
に

　

た
だ
、
こ
う
し
た
成
功
し
た
「
道
の
駅
」
ば
か
り
で

は
な
い
。
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
道
の
駅
を
運
営
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
を
解
散
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

経
営
の
失
敗
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
が
、
▽

地
方
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
依
存
体
質
▽
過
度
な
施
設

と
そ
の
維
持
管
理
費
負
担
▽
経
営
計
画
の
甘
さ
▽
経
営

責
任
の
所
在
の
あ
い
ま
い
さ
│
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

の
自
主
性
に
委
ね
る
と
い
う
形
に
し
た
。
こ
の
た
め
、

各
地
方
自
治
体
（
市
町
村
な
ど
）
は
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意

工
夫
を
行
い
、
地
元
の
名
産
や
観
光
資
源
を
生
か
し
て
、

様
々
な
形
態
の
施
設
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。

　

施
設
は
大
別
す
る
と
、
地
域
外
か
ら
お
客
さ
ん
を
呼

び
込
む
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」
と
、
地
域
内
で
経
済
循

環
を
行
う
「
地
域
セ
ン
タ
ー
型
」
が
あ
る
と
い
う
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
第
二
七
号
「
道
の
駅
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
」
秋
山
聡
道
路
政
策
グ
ル
ー
プ
主
任
研

究
員
著
、
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
）。

　

秋
山
氏
に
よ
る
と
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
は
、
地
域
の

魅
力
あ
る
観
光
資
源
（
地
元
産
の
野
菜
や
果
物
、
各
種

の
産
品
な
ど
）
を
前
面
に
押
し
出
し
、
国
内
外
の
観
光

客
を
取
り
込
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
も
の
だ
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
観
光
客
も
呼

び
込
む
た
め
、
免
税
店
の
設
置
や
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

る
。

　

道
の
駅
は
市
町
村
な
ど
の
公
的
な
団
体
が
設
置
す
る

が
、
そ
の
管
理
・
運
営
に
は
約
七
割
の
道
の
駅
が
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
管
理
・
運
営
事
業
者
の
約
五

割
は
民
間
企
業
が
行
っ
て
い
る
。
市
町
村
か
ら
の
業
務

委
託
料
で
何
と
か
運
営
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

と
う
て
い
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

官
民
の
役
割
分
担
を
き
ち
ん
と
行
い
、
市
町
村
か
ら

の
補
助
金
や
業
務
委
託
料
頼
み
で
は
な
く
、
自
立
し
た

経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
長
続
き
し
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
人
材
を
確
保
し
、

地
元
企
業
や
地
域
の
人
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
、「
道
の
駅
」
を
核
と
し
た
地
域
の
活
力

は
生
ま
れ
な
い
。

　
「
道
の
駅
」
だ
け
で
地
方
創
生
が
で
き
る
と
は
思
え

な
い
が
、
道
の
駅
を
運
営
す
る
こ
と
で
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
復
活
し
、
そ
の
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
特
徴
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
直

し
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
い

く
。
そ
れ
が
地
方
創
生
の
第
一
歩
と
な
る
は
ず
だ
。
最

初
は
他
地
区
の
成
功
事
例
を
真
似
る
こ
と
か
ら
始
め
て

も
良
い
だ
ろ
う
。
大
切
な
の
は
、
と
に
か
く
地
方
の
人

た
ち
が
主
体
的
に
動
き
始
め
る
こ
と
だ
。「
道
の
駅
」
は

そ
の
き
っ
か
け
に
は
十
分
に
な
る
は
ず
だ
。

の
駅
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
一
般
道
を
利
用

す
る
人
た
ち
の
単
な
る
休
憩
施
設
と
い
う
位
置

づ
け
か
ら
、
地
方
創
生
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
年
四
月
に
は
、
優
れ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
を
表
彰
す
る
第
七
回
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
大
賞
に
、
無
料
対
話
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
を
抑
え
て
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
（
会

長
・
本
田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長
）
が
地
方
創
生
の
期

待
感
か
ら
選
ば
れ
た
。

　

国
土
交
通
省
も
道
の
駅
を
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
、
今
年
一
月
に
先
駆
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
モ
デ
ル
箇
所
を
選
定
し
、
総
合

的
な
支
援
を
行
う
重
点
「
道
の
駅
」
制
度
を
立
ち
上
げ

た
。
今
夏
に
は
全
国
の
四
二
大
学
と
提
携
し
、「
道
の

駅
」
で
大
学
生
に
よ
る
就
労
体
験
を
実
施
。
学
生
な
ら

で
は
の
行
動
力
や
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
、
新
た
な
商
品

「
道
の
駅
」か
ら
考
え
る
地
方
創
生
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